
この解答は「ふくし合格ネット」の独自見解によるもので、事前の予告なしに変更することがあります。 

問題に関するお問合せはお受けしていませんので、予めご了承下さい。 

第３５回（第２５回） 
社会福祉士・精神保健福祉士 

国家試験解答速報 
『２０２３年２月６日現在』 

共通科目 

【人体】 

問題 解答欄 

１ ５ 

２ ４ 

３ ２ 

４ １ 

５ ３・４ 

６ ３ 

７ ２ 

【心理学理論】 

問題 解答欄 

８ ５ 

９ ４ 

１０ ３ 

１１ ３ 

１２ ２ 

１３ １ 

１４ ２ 

【社会理論】 

問題 解答欄 

１５ ５ 

１６ ２ 

１７ ２ 

１８ ４ 

１９ ３ 

２０ ４ 

２１ １ 

【現代社会】 

問題 解答欄 

２２ ５ 

２３ ４ 

２４ ３ 

２５ １ 

２６ ５ 

２７ ３ 

２８ １ 

２９ ５ 

３０ １ 

３１ ２ 

【地域福祉】 

問題 解答欄 

３２ ４ 

３３ ２ 

３４ ３ 

３５ １・３ 

３６ ５ 

３７ ３ 

３８ １ 

３９ ２ 

４０ ５ 

４１ ４ 

【福祉行財政】 

問題 解答欄 

４２ ５ 

４３ １ 

４４ ３ 

４５ ２ 

４６ １・４ 

４７ ３ 

４８ ４ 

【社会保障】 

問題 解答欄 

４９ １ 

５０ ３ 

５１ ２ 

５２ １ 

５３ ４ 

５４ ５ 

５５ ２ 

【障害者】 

問題 解答欄 

５６ ４ 

５７ １・５ 

５８ １・３ 

５９ ２ 

６０ １ 

６１ ４ 

６２ ３ 

【低所得者】 

問題 解答欄 

６３ ４ 

６４ ５ 

６５ １ 

６６ ２ 

６７ ５ 

６８ ５ 

６９ ２・３ 

【保健医療】 

問題 解答欄 

７０ ２ 

７１ １ 

７２ ４ 

７３ ４ 

７４ ５ 

７５ ３・５ 

７６ ５ 

【権利擁護】 

問題 解答欄 

７７ ４ 

７８ １・２ 

７９ ２ 

８０ ２ 

８１ ４ 

８２ ３ 

８３ ５ 



この解答は「ふくし合格ネット」の独自見解によるもので、事前の予告なしに変更することがあります。 

問題に関するお問合せはお受けしていませんので、予めご了承下さい。 

社会福祉士専門科目 

【社会調査】 

問題 解答欄 

８４ ４ 

８５ １ 

８６ ２ 

８７ ３・５ 

８８ ５ 

８９ ２・４ 

９０ ２・５ 

【相談援助の基盤】 

問題 解答欄 

９１ ２・４ 

９２ ２ 

９３ １ 

９４ ３ 

９５ ２・５ 

９６ ２ 

９７ ５ 

【相談援助の理論】 

問題 解答欄 

９８ ３・５ 

９９ ４ 

１００ ３・４ 

１０１ １ 

１０２ ３ 

１０３ ２ 

１０４ ２・５ 

１０５ １ 

１０６ ２ 

１０７ ５ 

１０８ ５ 

１０９ ３ 

１１０ １ 

１１１ ５ 

１１２ ３ 

１１３ １ 

１１４ ３ 

１１５ ４ 

１１６ １・４ 

１１７ ２・４ 

１１８ ３・４ 

【福祉サービスの組織】 

問題 解答欄 

１１９ １ 

１２０ ５ 

１２１ ５ 

１２２ ４ 

１２３ ３ 

１２４ ２ 

１２５ １ 

【高齢者】 

問題 解答欄 

１２６ ３ 

１２７ １ 

１２８ １ 

１２９ ４ 

１３０ ４・５ 

１３１ １ 

１３２ ２ 

１３３ ３ 

１３４ ３ 

１３５ ３ 

【児童や家庭】 

問題 解答欄 

１３６ ２ 

１３７ １ 

１３８ ４ 

１３９ ４ 

１４０ ５ 

１４１ ３ 

１４２ ３ 

 

【就労支援サービス】 

問題 解答欄 

１４３ ４ 

１４４ ２ 

１４５ １ 

１４６ ３ 

【更生保護制度】 

問題 解答欄 

１４７ ２ 

１４８ １ 

１４９ ５ 

１５０ １ 
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問題に関するお問合せはお受けしていませんので、予めご了承下さい。 

精神保健福祉士専門科目 

【精神疾患とその治療】 

問題 解答欄 

１ ５ 

２ ３ 

３ ３ 

４ ２ 

５ ５ 

６ ３ 

７ ２・５ 

８ １ 

９ １・４ 

１０ ２ 

【精神保健の課題と支援】 

問題 解答欄 

１１ １ 

１２ ５ 

１３ ４ 

１４ １ 

１５ ２ 

１６ ３ 

１７ ２ 

１８ ４ 

１９ １・３ 

２０ ５ 

【精神保健福祉相談援助の基盤】 

問題 解答欄 

２１ ２・５ 

２２ ３ 

２３ １ 

２４ １・２ 

２５ ２ 

２６ １・３ 

２７ ４ 

２８ ５ 

２９ ３・５ 

３０ ４ 

３１ ２ 

３２ ２ 

３３ ３・５ 

３４ ４ 

３５ １ 

【精神保健福祉の理論】 

問題 解答欄 

３６ １ 

３７ ５ 

３８ ３ 

３９ ４ 

４０ ３ 

４１ ４ 

４２ ２ 

４３ ３・４ 

４４ １ 

４５ ３ 

４６ １・４ 

４７ ５ 

４８ ２ 

４９ ５ 

５０ １・４ 

５１ ２ 

５２ ３ 

５３ ５ 

５４ １ 

５５ ３ 

５６ ４ 

５７ ５ 

５８ ４ 

５９ １・３ 

６０ ３ 

【制度とサービス】 

問題 解答欄 

６１ ２・４ 

６２ １・４ 

６３ ２・３ 

６４ ５ 

６５ ４ 

６６ ２ 

６７ ５ 

６８ ３ 

６９ ４ 

７０ １ 

７１ ３ 

７２ １ 

【生活支援システム】 

問題 解答欄 

７３ ３・５ 

７４ ３ 

７５ ４ 

７６ ５ 

７７ １ 

７８ ５ 

７９ １・２ 

８０ ４ 
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第 35 回（第 25回） 社会福祉士・精神保健福祉士国家試験講評 

～第 36回（第 26回）に向けて～ 
ふくし合格ネット 海老澤 浩史 

 

◆全体として 

1）社会福祉士・精神保健福祉士 共通科目 

 今回の試験では、「保健医療サービス」が難しいと感じた方が多かったのではないだろうか。細かい点

や応用的なことが問われるものが多く、得点があまり伸びない科目だったのではないだろうか。近年難

化傾向にある「権利擁護と成年後見制度」については、細かい点を問う問題が見受けられていたが、成

年後見制度関係等、基本事項を問う問題も多く用意されていたので、ある程度の得点は取れたものと思

われる。難易度の高い科目にも、基本事項を問う問題が用意されているので、そのような問題を確実に

押さえていくことが、足切りを防ぐためにも重要である。 

 得点しづらい科目もあったが、全体としては、解きやすい問題が非常に多かった。特に「障害者に対

する支援と障害者自立支援制度」は、どの問題も基本事項で対応可能であり、満点を取った方も多かっ

たのではないだろうか。34回試験よりも基本事項が中心の問題構成であり、問題の作りも非常に解きや

すいものが多かったので、高得点を取れた方も多かったものと思われる。 

 五肢二択の問題は、全部で 8 問出題され、34 回よりも 5 問増加していた。内訳は、「人体の構造と機

能及び疾病」1問、「「地域福祉の理論と方法」1問、「福祉行財政と福祉計画」1問、「障害者に対する支

援と障害者自立支援制度」2問、「低所得者に対する支援と生活保護制度」1問、「保健医療サービス」1

問、「権利擁護と成年後見制度」1問である。 

 今回の試験でも、やはり例年と同様で受験対策の参考書や過去問等の繰り返し学習を積み重ねてきた

方が、安定して得点することができたのではないだろうか。「参考書や過去問を中心にした繰り返し学

習が効果的」だということを今一度感じさせる問題構成であった。 

  

2）社会福祉士 専門科目 

 今回の試験で難易度が比較的高いと思ったのは、「社会調査の基礎」である。この科目の後半の問題

は、細かい点をつくことが多く、例年よりも解きづらいと感じた方も多かったのではないだろうか。 

ただ、全体としては、専門科目も解きやすい問題の構成ではあった。共通科目よりも問題の作りから

難易度を上げているような出題も多く見受けられたが、基本事項が中心であることは、共通科目と同様

である。特に「相談援助の理論と方法」は解きやすく、満点が取れた方もいたのではないだろうか。ま

た、「高齢者に対する支援と介護保険制度」も例年に比べて得点しやすい問題構成だった。難しい科目で

あまり得点できなかったとしても、取りやすい科目で高得点を取得することができれば、合格ラインに

到達することはできる。 

 五肢二択の問題は、全部で 12問出題され、34回の 12問と同様であった。内訳は、「社会調査の基礎」

3 問、「相談援助の基盤と専門職」2 問、「相談援助の理論と方法」6 問、「高齢者に対する支援と介護保

険制度」1問であり、例年と同じように相談援助系の科目に出題が偏っていた。 

 専門科目も参考書や過去問の繰り返し学習で十分得点できたであろう。ただ、34 回試験に比べると、

やや難易度が上がったのではないだろうか。 

 

3）精神保健福祉士 専門科目  

 「精神保健福祉相談援助の基盤」では、見慣れない用語等を問う問題が比較的多く出題された点と、

「精神保健福祉に関する制度とサービス」が出題率の低い項目から取り上げられる問題が多かったので、

この２科目の難易度がやや高かいと感じた。ただ、全体としては例年と同様、基本事項が中心だったの

で、参考書や過去問を中心に繰り返し学習をしてきた方は、安定して問題を解くことができたのではな

いかと思われる。毎年変わらないが、今回の試験でも過去問や参考書等での繰り返し学習が極めて効果

的ということを再確認することができた問題構成だった。この傾向はこれからも続くであろう。 

 例年何問も出題される精神保健福祉法や障害者総合支援法等からの出題も、今回の試験でも変わらず

出題されていた。過去の出題実績から大事な項目を把握して、重点的に押さえておくことは、今後の試

験対策としても効果的な学習方法である。  

 五肢ニ択の問題は、全部で 17 問出題。24 回の 12 問に比べると大きく問題数が増加した。22 回、23

回では 16問出題されているので、以前の問題数くらいに戻ったという傾向であった。内訳は、「精神疾

患とその治療」2 問、「精神保健の課題と支援」1 問、「精神保健福祉相談援助の基盤」5 問、「精神保健
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福祉の理論と相談援助の展開」4問、「精神保健福祉に関する制度とサービス」3問、「精神障害者の生活

支援システム」2問。 

 

◆合格ライン 

1）社会福祉士 

 34回試験基準で考えると、共通科目の難易度がやや下がり、専門科目の難易度がやや上がるという印

象である。新型コロナウイルス感染症の影響による受験者数の減少という状況は、今回の試験でも変わ

っていないだろう。34回試験と同じような状況で考えた場合は、合格ラインは 105点以上であると予想

する。ただ、今回の試験では、全体の合格率が上がってくる可能性も考えられるため、その場合は合格

ラインの得点も下がってくるだろう。 

 専門科目のみについても、34 回試験から若干難易度が上がったことを踏まえ、合格ラインは 46 点以

上と予想する。 

 

2）精神保健福祉士 

 精神保健福祉士の専門科目は、解きづらい問題もいくつかあったが、全体としては、例年と同様で基

本事項が中心の問題構成であった。ただ、今回は共通科目が例年以上に解きやすい問題が多く、高得点

を取得した人も多いことが予想される。全体としては昨年（24回）の 101点よりも上回り、合格ライン

は 103点以上と予想する。 

 専門科目のみについては、24 回よりも若干難易度が上がったことを踏まえ、合格ラインは 46 点以上

と予想する。 

 

 以下、科目別の傾向等を示す。 

 

◆科目別出題傾向 

1）社会福祉士・精神保健福祉士 共通科目 

事例問題 

 共通科目では 11問出題。34回も 11問出題されたため、出題数は変わらなかった。事例問題が出題さ

れた科目は、「人体の構造と機能及び疾病」1問、「地域福祉の理論と方法」2問、「社会保障」1問、「障

害者に対する支援と障害者自立支援制度」2問、「低所得者に対する支援と生活保護制度」1問、「保健医

療サービス」1問、「権利擁護と成年後見制度」3問である。 

 

〔各科目の特徴〕 

■「人体の構造と機能及び疾病」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

身体、精神の成長・発達 問題 1 〇 

国際障害分類（ICIDH）から 

国際生活機能分類（ICF） 

への変遷 

問題 2 〇 

健康の捉え方 問題 3 △ 

疾病の概要 問題 4・問題 5 〇・〇 

障害の概要 問題 6・問題 7 △・× 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 1は、思春期の成長・発達に関しての問題。33回試験の問題に取り組んでいた方は、同じこと

が問われていたため容易に解けた問題であった。 

・ 問題 2は、ICFに関する問題。基本事項で対応できる解きやすい問題だった。 

・ 問題 3は、疾病の予防に関する問題。具体的なことが問われる応用問題であったが、一次予防、二

次予防、三次予防の意味がわかっていれば、それ程手強い問題ではなかったと思われる。 

・ 問題 4は、生活習慣病の一つにもなっているがんに関する問題。男女の部位別で最も多いがんを把

握することは、基本事項であるため、容易に解くことができた方は多かったのではないだろうか。 

・ 問題 5は、パーキンソン病に関する問題。四大症候を把握していれば、すぐに解ける問題であった。 
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・ 問題 6は、障害に関する問題。事例を通した応用的な出題だったので、どの障害なのか判断しづら

い部分がある問題だった。 

・ 問題 7は、ADHDに関する問題。細かい点が問われる選択肢が多かったので、難しいと感じた方が多

かったと思われる。 

・ 全体としては、頻出の「疾病の概要」と「障害の概要」から 2問ずつ出題される構成であった。1問

出ることが多い「各器官等の構造と機能」、「DSM」からの 1問問題は見られなかった。また、近年 3年

連続で出題されていた「リハビリテーション」からも出題されていなかった。7 点中 4 点以上は取得

したい。 

 

■「心理学理論と心理学的支援」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

欲求・動機づけと行動 問題 8 〇 

人格・性格 問題 9 △ 

集団 問題 10 〇 

発達の概念 問題 11 × 

ストレスとストレッサー 問題 12 〇 

心理検査の概要 問題 13 〇 

心理療法の概要と実際 問題 14 〇 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 8は、動機づけに関する問題。具体例が問われる応用的な問題ではあるが、外発的動機づけと

内発的動機づけの意味が把握できていれば、容易に解ける問題であった。 

・ 問題 9は、出題率の低い「人格・性格」からの出題。「外向性」という言葉の意味がわかっていれば

すぐに解ける問題ではあるが、ビッグファイブの中身まで問われる内容だったので、難しいと感じた

方はいたかもしれない。 

・ 問題 10は、「集団」に関しての問題。傍観者効果は過去にも出題されたことがある点なので、解け

た方は多かったのではないだろうか。「集団」は「福祉サービスの組織と経営」でも出題される項目な

ので、基本事項は押さえておきたい。 

・ 問題 11は、子どもの発達に関する問題。人体の科目でも出るような問題であるが、アニミズムとい

った見慣れない用語等も取り上げられ、細かいことを問う難問であった。 

・ 問題 12 は、ストレスに関する問題。近年は毎年出題されている頻出の項目である。コーピングも

よく出るので、問題焦点型と情動焦点型の違いは、押さえておくべき知識である。 

・ 問題 13は、心理検査に関する問題。最近よく出題されている項目である。検査の名称と内容は一致

させて押さえておきたい。 

・ 問題 14 は、毎年必ず出題されている心理療法の問題。様々な種類は必ず把握しておきたい。この

問題は、社会生活技能訓練がわかっていれば、すぐに解ける容易な問題であった。 

・ 全体としては、基本事項を問う問題が多く、高得点を取れた方も多かったのではないかと思われる。

7点中 5点以上は取得したい。 

 

■「社会理論と社会システム」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

法と社会システム 問題 15 〇 

社会変動 問題 16 〇 

家族 問題 17 △ 

生活の捉え方 問題 18 〇 

社会的役割 問題 19 〇 

社会的ジレンマ 問題 20 〇 

社会問題の捉え方 問題 21 〇 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 
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・ 問題 15は、合法的支配に関する問題。ヴェーバー関連の問題は、よく出題されるので、意識してお

きたい人物である。 

・ 問題 16は、社会変動に関する人物の問題。ほとんど定番の人物から出題されていたので、解きやす

い問題であった。 

・ 問題 17は、家族に関する問題。ニュース等で現代社会の状況を把握している方は、何となくわかっ

た可能性はあるが、試験であまり見かけない「男女共同参画白書」からの統計問題だったので、解き

づらい問題だったと思われる。 

・ 問題 18は、「生活の捉え方」に関する問題。過去にも出題されている基本事項が中心であり、得点

したい問題であった。 

・ 問題 19 は、「社会的役割」に関する問題。得点にしたい定番の問題であった。役割概念の問題は、

コンスタントに出題されているので、種類を整理して押さえておくことが大事である。 

・ 問題 20 は、ほぼ毎年取り上げられている社会的ジレンマに関する問題。ハーディンの「共有地の

悲劇」も社会的ジレンマの代表例なので、必ず押さえておきたい知識である。 

・ 問題 21 は、ラベリング論に関する問題。ラベリングの意味がわかっていれば容易に解くことがで

きる基本問題であった。 

・ 全体としては、問題 17 以外は基本事項からの出題だったので、高得点が取れた方が多かったので

はないだろうか。7点中 6点以上は取得したい。 

 

■「現代社会と福祉」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

福祉政策の概念と理念 問題 22 〇 

福祉の原理をめぐる理論 問題 24 △ 

福祉の原理をめぐる哲学と倫理 問題 23 × 

近代社会と福祉 問題 25 〇 

産業社会と福祉 問題 26 〇 

現代社会と福祉 問題 29 〇 

需要とニーズの概念 問題 27 △ 

福祉政策と社会問題 問題 28 △ 

福祉利用過程 問題 30 〇 

福祉政策と労働政策 問題 31 〇 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 22は、現在、福祉全体のメインテーマとなっている「地域共生社会」からの出題。言葉の意味

が今の福祉の方向性の把握にもつながるので、必ず把握しておきたい点である。 

・ 問題 23は、「福祉の原理をめぐる哲学と倫理」の問題。見慣れない人物や用語が多く出題されてお

り、難しい問題であった。 

・ 問題 24は、「福祉の原理をめぐる理論」に関する人物問題。ケインズやフリードマンといった、ほ

とんど取り上げられない人物がでていたので、解きづらい問題であった。 

・ 問題 25 は、日本の福祉の先覚者に関する問題。定番の人物ばかりが取り上げられており、必ず得

点したい問題であった。 

・ 問題 26は、「産業社会と福祉」の歴史的な問題。試験の基本事項が中心の出題であり、解きやすい

問題であった。 

・ 問題 27 は、久しぶりにニーズからの問題。フレーザーといった見慣れない人物も取り上げられて

いたが、正しい選択肢であろう三浦文夫のことは、押さえておくべき知識だったので、正答に導けた

方も多かったことと思われる。 

・ 問題 28 は、生活困窮者自立支援法に関する問題。法律の目的規定は、意外に問われることが多い

ので、法律を確認する時は意識できるようにしておきたい。やや難しい問題。 

・ 問題 29は、人口に関する問題。他科目で学ぶ知識であり、細かい点が多く問われているような問題

であるが、現在少子化が進行していることを把握していれば、正答に導くことは十分可能だったので、

是非とも得点したい問題であった。 

・ 問題 30は、「福祉利用過程」からの問題。頻出の社会福祉法関連の選択肢が、正しい選択肢と思わ
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れるので、容易に解くことができた人は多かったと思われる。 

・ 問題 31 は、男女雇用機会均等政策に関する問題。選択肢 1 で、初めて女性活躍推進法が取り上げ

られていた。セクハラ防止のことは、男女雇用機会均等法に定められているということが把握できて

いれば容易に解くことができた問題だった。 

・ 全体として、例年同様知らない知識を問う問題もいくつか出題されていたが、すぐにわかるような

基本事項を問う問題も多く用意されていたので、ある程度得点できた方は多かったのではないだろう

か。10点中 6点以上は取得したい。 

 

■「地域福祉の理論と方法」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

地域福祉の理念 問題 32 〇 

地域福祉の対象 問題 35 △ 

社会福祉法 問題 36・問題 37 〇・〇 

行政組織と民間組織の 

役割と実際 

問題 33・問題 38 〇・〇 

専門職や地域住民の 

役割と実際 

問題 41 〇 

ネットワーキング 問題 40 × 

地域におけるニーズの 

把握方法と実際 

問題 39 △ 

地域ケアシステムの 

構築方法と実際 

問題 34 △ 

※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 32 は、福祉の理念や概念を問う問題。コミュニティケア、セルフアドボカシー、福祉の多元

化、社会的企業、住民主体の原則と、どれも基本的な用語の意味を問うものばかりであり、得点に結

びつけたい問題である。 

・ 問題 33は、頻出の「行政組織と民間組織の役割と実際」からの問題。様々な知識が複合的に出題さ

れていたが、どれも基本事項を問うものばかりであり、容易に解くことができた問題だった。選択肢

3の重層的支援体制整備事業は、2020年の社会福祉法改正で創設された事業である。今後も出題が予

想されるので、押さえておきたいところである。 

・ 問題 34 は、地域共生社会に関する報告書等の問題。報告書までしっかり確認できている方は少な

いので、解きづらい問題ではあるが、いつどのような制度がつくられてきたのかを大まかに把握でき

ていれば、対応することは可能な問題であった。 

・ 問題 35 は、ひきこもりの方に対する支援に関する事例問題。最初の段階での支援方法が問われる

問題であり、相談援助の科目でも取り扱われるような内容であった。適切な選択肢を 2つ選ぶのには

悩む要素のある問題であった。 

・ 問題 36は、社会福祉法に関する問題。2017年改正や 2020年改正の内容も押さえておく必要があっ

た。確実に得点に結びつけたい問題である。 

・ 問題 37は、社会福祉法の市町村地域福祉計画に関する問題。「福祉行財政と福祉計画」の科目でも

問われる頻出項目なので、基本事項は必ず押さえておきたい。 

・ 問題 38は、共同募金に関する問題。よく出題される項目である。基本事項ばかりの問題であり、容

易に解くことができたのではないだろうか。 

・ 問題 39 は、災害時における支援に関する問題。2021 年の災害対策基本法の改正点を把握していた

かが問われているような問題であった。 

・ 問題 40は、ネットワークに関する問題。細かい点を問う選択肢ばかりであり、難しいと感じた方が

多かったと思われる。 

・ 問題 41 は、専門職の意思決定支援に関する問題。2020 年に「意思決定支援を踏まえた後見事務の

ガイドライン」が策定されており、社会福祉士にも求められている支援である。本人の意思を捉える

にはどのような対応が必要かを、ガイドラインを通じて把握しておく必要があるだろう。 

・ 全体としては、解きづらい問題もいくつか用意されていたので、満点に近い高得点を取ることは難
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しかったかもしれない。また今回は、頻出の民生委員に関する直接的な問題は取り上げられなかった。

10点中 6点以上は取得したい。 

 

■「福祉行財政と福祉計画」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

国の役割 問題 42 〇 

都道府県の役割 問題 43 〇 

福祉行政における 

組織及び団体の役割 

問題 45 〇 

福祉行財政の動向 問題 44 〇 

福祉計画の種類 問題 46・問題 47・問題 48 〇・〇・△ 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 42 は、厚生労働省に設置されている機関が問われる問題。社会保障審議会が厚生労働省に設

置されていることは、確実に押さえておきたい基本事項である。 

・ 問題 43は、各法律で求められる都道府県の役割を問う問題。細かい点は問われていないので、比較

的容易に解けた方は多かったのではないだろうか。この問題のように様々な法律から役割が問われる

こともあるので、科目横断的な視点を意識しておくことも大事なことである。 

・ 問題 44 は、地方財政白書からの問題。民生費は試験でもよく取り上げられており、細かい点は問

われていないので、容易に解くことができる問題であった。 

・ 問題 45は、福祉行政機関に関する問題。基本事項の必ず押さえておきたい問題であった。試験でも

頻出の項目であるので、各行政機関が義務設置なのか任意設置なのかは、しっかり把握しておきたい。 

・ 問題 46は、地域福祉計画に関する問題。都道府県地域福祉支援計画で策定する事項なのか、市町村

地域福祉計画で策定する事項なのかは、区別できるようにしておく必要がある。基本の問題であり、

容易に解くことができたであろう。 

・ 問題 47は、市町村に策定が義務づけられた計画を問う問題。出題率は低い計画ばかりであったが、

自殺対策基本法の計画は都道府県・市町村ともに策定が義務づけられていることは押さえておきたい

点であり、得点しやすい問題だったと言えるだろう。 

・ 問題 48 は、各法律の福祉計画で策定する事項が問われる問題。策定事項まで問われると難易度が

上がってくるが、都道府県と市町村の大まかな役割が把握できていれば対応することは可能な問題で

あった。 

・ 全体としては、非常に解きやすい問題が多く、近年でも一番難易度が低かった問題構成であった。

この科目を苦手としている方は多いが、基本事項が押さえられていれば着実に得点を積み重ねられた

のではないかと思われる。7点中 6点以上は取得したい。 

 

■「社会保障」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

社会保障制度の発達 問題 49 〇 

社会保険制度の概要 問題 50・問題 51・問題 54 〇・△・〇 

年金保険制度の概要 問題 55 〇 

医療保険制度の概要 問題 52 △ 

労災保険制度の概要 問題 53 〇 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 49 は、日本の社会保障の歴史を問う問題。過去にも出題されているようなことばかりが問わ

れているので、容易に解くことができたと思われる。 

・ 問題 50は、社会保険の制度を問う複合問題。様々な社会保険が問われているので、横断的に理解し

ておくことが重要である。細かい点を問われている問題であるが、テキストの学習で十分対応できる

問題であった。 

・ 問題 51 は、社会保険の加入に関しての問題。各社会保険の加入の年齢要件を把握できているかが
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問われている問題であった。やや難易度が高い問題であった。 

・ 問題 52は、医療保険の被保険者の負担等に関する問題。制度の細かい点を問う問題であり、解きづ

らい方も多かったのではないだろうか。 

・ 問題 53は、労災保険についての問題。社会福祉士試験では、あまりなじみのないメリット制等が出

題されていたが、基本事項の把握で十分正答に導ける問題であった。 

・ 問題 54は、社会保険の適用に関する問題。どれも基本的な知識を問うような問題であり、容易に解

くことができたであろう。 

・ 問題 55は、年金保険に関しての問題。細かい点を問う選択肢もあるが、基本事項が中心なので、解

くことは容易だったと思われる。 

・ 全体として、メインである社会保険の制度を問う問題が中心であった。この科目では各社会保険を

横断的かつ制度理解を図っていくことが重要である。問題構成は、基本事項がほとんどであり、この

科目も高得点は十分狙える科目であった。7点中 5点以上は取得したい。 

 

■「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

障害者福祉制度の発展過程 問題 56 〇 

障害者総合支援法の概要 問題 57・問題 58 〇・〇 

相談支援専門員の役割 問題 59・問題 60 〇・〇 

身体障害者福祉法の概要 問題 61 〇 

精神保健福祉法の概要 問題 62 〇 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 56は、「障害者福祉制度の発展過程」の問題。「いつ何が行われたのか？」が問われる問題で、

基本事項が中心であった。この視点で出題されることも多い。 

・ 問題 57は、「障害者総合支援法」の介護給付費等の支給決定に関する問題。やや細かいことを問う

選択肢もあったが、テキストレベルで解くことができる問題であった。「障害者総合支援法」は、この

科目の中心である。 

・ 問題 58は、「障害者総合支援法」の障害福祉サービスに関する事例問題。事例文の Lさんのニーズ

と障害支援区分が押さえられていれば、容易に解ける問題であった。 

・ 問題 59は、「障害者総合支援法」に基づく専門職に関する問題。居宅介護従業者や児童発達支援管

理責任者といった、試験では見かけない専門職も出ていたが、相談支援専門員の役割を把握できてい

れば、正答はすぐに導けたと思われる。 

・ 問題 60は、相談支援専門員の支援内容が問われる問題。事例のケースから、どの段階の支援を行う

のかが把握できれば、容易に解くことができただろう。 

・ 問題 61は、身体障害者福祉法に関する問題。行政機関の設置については「福祉行財政と福祉計画」

でも出題される内容だった。どれも基本事項が中心であり、この問題も正答しておきたい問題だった。 

・ 問題 62 は、精神保健福祉法に基づく入院制度に関する問題。精神保健福祉士専門科目では頻出の

問題であるが、近年共通科目でも出題されるようになっている。入院制度は過去にも共通科目で出題

されたことがあり、社会福祉士の受験者でも正答を導くことは十分できる問題だった。 

・ 全体として、全ての問題が基本事項で正答できる内容だった。この科目は「障害者総合支援法」が

中心であり、今回の試験でも 4問出題されていた。7点中 7点の、全問正解したい科目である。 

 

■「低所得者に対する支援と生活保護制度」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

生活保護費と保護率の動向 問題 63 〇 

生活保護法の概要 問題 64・問題 65・問題 66 〇・〇・〇 

生活福祉資金の概要 問題 68 △ 

低所得者に対する 

自立支援の実際 

問題 67・問題 69 〇・△ 

※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 
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・ 問題 63は、試験でもよく取り上げられる「被保護者調査」の問題。どのテキストにも出ている点が

正答だったと思われるので、正解しておきたい問題だった。 

・ 問題 64は、生活保護法の原理・原則に関する問題。頻出の項目である。どの選択肢も、やや応用的

な問われ方をしていたが、基本事項で十分対応できる問題だった。 

・ 問題 65は、生活保護の扶助に関する問題。よく出る項目であり、基本事項中心だったので、押さえ

ておくべき問題だった。 

・ 問題 66 は、生活扶助基準の設定方式に関する問題。それぞれの方式が何をもとにして基準額を定

めるのかが把握できていれば、正答することはできたであろう。ただ、「標準生計費方式」といった試

験では見慣れないものも取り扱われていたので、正答に悩む方もいたのではないだろうか。 

・ 問題 67は、生活困窮者自立支援法に関する問題。基本的なことを問う問題であり、容易に解くこと

ができただろう。今回初めて 2018年改正の内容が出題されていた。 

・ 問題 68 は、生活福祉資金貸付制度の問題。これでこの項目から 3 年連続出題されたことになる。

問題としては、細かい点も問われていたので解きづからった方もいたのではないかと思われる。 

・ 問題 69は、住まいのない者に対する支援の事例問題。複合的な視点で対応を考える問題であり、や

や難易度が高い問題であった。 

・ 全体としては、例年と変わらず解きやすい問題が多く、高得点を取った方も多かったのではないか

と思われる。7点中 5点以上は取得したい。 

 

■「保健医療サービス」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

医療保険制度の概要 問題 70・問題 74 △・〇 

医療費に関する政策動向 問題 71 〇 

診療報酬制度の概要 問題 72 × 

保健医療対策の概要 問題 73 〇 

医師、保健師、看護師等 

との連携 

問題 76 × 

医療ソーシャルワーカーの役割 問題 75 △ 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 70 は、医療保険の適用を問う問題。難病法等、試験ではほとんど見かけない法律が出ていた

り、応用的なことを問う選択肢もあったので、やや難しい問題であった。医療保険は、「社会保障」で

も出題されるので、重要な項目として認識しておくとよいであろう。 

・ 問題 71は、国民医療費に関する問題。選択肢 3で迷った方もいた可能性はあるが、「65歳以上の医

療費が高くなっている」ことは、把握しておきたい基本事項なので、解けた方が多かったと思われる。 

・ 問題 72は、診療報酬制度に関する問題。出題率は高くない項目である。算定方式等の細かい点が問

われていたため、難易度が高い問題であった。 

・ 問題 73 は、日本の医療提供体制に関する問題。医療法に規定されている医療提供施設や、医療計

画に関しては、押さえておきたい項目である。介護医療院がどのような施設か把握できていれば、容

易に解くことはできたであろう。 

・ 問題 74 は、後期高齢者医療制度に関する問題。基本事項が中心であり、容易に解ける問題であっ

た。 

・ 問題 75 は、医療ソーシャルワーカーの役割に関する問題。他科目の知識も求められる応用的な問

題であった。事例文から Eさんのニーズを把握できるかが、正答するためのポイントであった。 

・ 問題 76 は、医療チームの役割に関する問題。トランスディシプリナリモデルの連携を把握してい

れば、ある程度選択肢を絞ることはできたであろうが、文章量も多いので、落ち着いて問題を見るこ

とが求められるような問題であった。 

・ 全体としては、見慣れない用語等は少ないが、応用的なことを問う問題もあり、他の科目に比べて

解きづらい問題が多くあったのではないだろうか。難しいと感じた方もいたことが予想される。7 点

中 3点以上は取得したい。 
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■「権利擁護と成年後見制度」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

日本国憲法の基本原理の理解 問題 77 〇 

成年後見の概要 問題 78・問題 79 〇・△ 

補助の概要 問題 80 〇 

民法の理解 問題 83 △ 

日常生活自立支援事業の概要 問題 81 × 

家庭裁判所の役割 問題 82 〇 

  

・ 問題 77 は、日本国憲法の基本的人権に関する問題。細かいことを問う選択肢が多かったが、2013

年の民法改正で、嫡出子と非嫡出子の法定相続分が同じになっていることを知っていれば、容易に解

くことができる問題であった。 

・ 問題 78 は、成年後見人の職務に関しての問題。身上監護に事実行為は含まれていないことを知っ

ていれば、容易に解くことができる問題だった。 

・ 問題 79 は、成年後見人の利益相反状況に関する問題。特別代理人を選任しなければならないこと

を知っていれば、正答に導くことはできたであろう。 

・ 問題 80は、成年後見制度の補助に関する問題。基本事項なので、得点にしたい問題であった。成年

後見制度の後見・保佐・補助の違いは必ず押さえておきたい点である。 

・ 問題 81 では、日常生活自立支援事業について、初めて統計の問題が出題されていた。見慣れない

統計で、細かい点も問われていたので解くのが難しい方が多かったのではないだろうか。 

・ 問題 82 は、家庭裁判所に関する問題。他の裁判所が取り扱うことを詳しく把握している人は少な

かったと思われるが、家庭裁判所の役割を把握できていれば、正答に導くことは可能な問題であった。 

・ 問題 83は、消費者被害に関する問題。消費者契約法の目的やクーリング・オフ制度のことを知って

いれば、比較的容易に解くことができる問題だった。 

・ 近年の傾向として、この科目は難しくなることが多いが、今回は、例年に比べて解きやすい問題が

多かったのではないだろうか。問題 81 の統計は、目を通している人が少なかったと思われるので解

くのは難しかったであろうが、それ以外の問題については、応用的な問われ方をしているものもある

が、基本事項を把握しておけば、十分対応できるような問題であった。7 問中 4 点以上は取得してお

きたい。 

 

2）社会福祉士専門科目 

事例問題 

 専門科目では 17問出題。34回の 13問より 4問増加した。33回が 17問だったので、以前に戻った形

である。共通科目を含めても全 28問の出題であり、34回（全 24問）に比べて出題数の増加がみられて

いた。事例問題が出題された科目は、「相談援助の基盤と専門職」2問、「相談援助の理論と方法」8問、

「高齢者に対する支援と介護保険制度」2 問、「児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度」3 問、

「就労支援サービス」1問、「更生保護」1問であった。 

 

〔各科目の特徴〕 
■「社会調査の基礎」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

社会調査の対象 問題 84 〇 

統計法の概要 問題 85 〇 

全数調査と標本調査 問題 86 〇 

測定 問題 87 △ 

質問紙作成方法と留意点 問題 88 × 

観察法 問題 89 △ 

質的調査のデータの整理と分析 問題 90 △ 

 

・ 問題 84は、「社会調査の対象」からの出題。基本事項で解きやすい問題だった。 
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・ 問題 85は、統計法からの問題。数年おきに出題されている項目である。法律の細かい規定が問われ

る選択肢もあったが、正答に導くことは可能な問題であった。 

・ 問題 86は、標本調査に関する問題。「量的調査の方法」は、出題率が高いので押さえておくべき項

目である。今回の試験では出なかったが、自計式調査と他計式調査に関する問題もよく取り上げられ

るので重要な項目である。問題は、基本事項であり、容易に解くことができたものと思われる。 

・ 問題 87 は、測定に関する問題。選択肢 5 については知らない方も多かったと思われるので、はっ

きり正しい肢を判断することが難しかったかもしれない。 

・ 問題 88は、「質問紙作成方法と留意点」に関する問題。ワーディングやプリテストといった見慣れ

ない用語もあり、解くのが難しい問題であった。 

・ 問題 89は、「参与観察」に関する問題。これで観察法からは 3年連続で出題されたことになる。現

地での調査に関して細かい点が問われていたので、解きづらい問題であった。 

・ 問題 90は、KJ法に関する事例問題。KJ法の進め方については把握しておきたい点であるが、問題

の出し方で戸惑われる方はいたと思われる。質的調査の分析については、他にグラウンデッドセオリ

ーアプローチも押さえておきたい。 

・ 近年の傾向では、非常に解きやすい科目になっていたが、今回の試験では、やや難易度が上がって

いたのではないかと思われる。思ったよりも点数が伸びなかった方もいることが考えられる。7 点中

3点以上は取得したい。 

 

■「相談援助の基盤と専門職」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

社会福祉士及び介護福祉士法 問題 91 〇 

ソーシャルワークに係る 

各種の定義 

問題 92 × 

ソーシャルワークの形成過程 問題 93・問題 95 〇・〇 

自立支援 問題 94 〇 

福祉行政等における専門職 問題 96 〇 

ジェネラリストの視点に基づく

多職種連携の意義と内容 

問題 97 × 

 

・ 問題 91は、社会福祉士に関する問題。「社会福祉士及び介護福祉士法」を中心に役割は押さえてお

きたい。この問題は、やや解きづらさはあるが、容易に解くことはできる問題であった。 

・ 問題 92は、「ソーシャルワーク専門職のグローバル定義」に関する問題。頻出の項目であるが、定

義の注釈からの出題であったので、難しい問題であった。 

・ 問題 93 は、「ソーシャルワークの形成過程」からの問題。細かい点をつく問題であるが、選択肢 1

のエルバ－フェルト制度が、民生委員制度の源流になっていることを知っていれば対応できる問題で

あった。 

・ 問題 94 は、生活支援員の対応を問う問題。ソーシャルワーカーとしての基本的な関わり方が把握

できていれば、容易に解くことができる問題だった。 

・ 問題 95 は、リッチモンドに関する問題。細かいことを問う問題であるが、「ケースワークの母」、

「人間と社会環境との間を調整」といったキーワードで正答に導くことも可能だったので、解けた方

は多かったと思われる。 

・ 問題 96 は、福祉事務所の専門職に関する問題。査察指導員や現業員の基本的なことが押さえられ

ていれば、解くことは容易だったであろう。 

・ 問題 97は、「相談援助の理論と方法」で出題されることが多いピンカスとミナハンの 4つのシステ

ムからの問題。事例形式となっており、難しい問題であった。 

・ 全体としては、細かいことをつくものが多く、解くのが難しい問題もあったが、正答が導きやすい

問題も多かったので、結果的に高得点だった方は多かったのではないかと思われる。7 点中 5 点以上

は取得したい。 
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■「相談援助の理論と方法」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

システム理論 問題 98 〇 

各種実践モデルとアプローチ 問題 99・問題 100 〇・〇 

支援の計画（プランニング） 問題 101 〇 

経過観察（モニタリング） 

と評価 

問題 102 〇 

支援の終結と効果測定 問題 103 〇 

援助関係の形成方法 問題 104 〇 

相談援助のための面接技術 問題 105・問題 106・問題 107 〇・〇・△ 

アウトリーチ 問題 109 〇 

社会資源 問題 108 〇 

ネットワーキング 問題 110 〇 

集団を活用した相談援助 問題 111 〇 

自助グループ 問題 112 〇 

スーパービジョン 問題 113 〇 

記録 問題 114・問題 115 △・△ 

相談援助の実際 問題 116・問題 117・問題 118 〇・〇・〇 

 

・ 問題 98は、家族システムに関する問題。家族全体の視点で捉えることを把握していれば、容易に解

くことができる問題だった。 

・ 問題 99 は、ソーシャルワークのアプローチに関する問題。ナラティブアプローチのことが把握で

きていれば、すぐに解ける問題だった。 

・ 問題 100は、エンパワメントアプローチに関する問題。支援の内容が問われる細かい問題だったが、

このアプローチ方法を知っていれば、正答に導くことはできたであろう。 

・ 問題 101は、プランニングに関する問題。展開過程の順番を把握していれば、容易に解くことがで

きただろう。 

・ 問題 102は、モニタリングに関する問題。モニタリングの基本事項が問われた出題であり、必ず得

点にしたい問題であった。 

・ 問題 103は、「支援の終結」に関する問題。終結時の留意点についての基本事項が問われており、容

易に解くことができたのではないだろうか。 

・ 問題 104は、援助関係についての問題。試験で見かけない知識も問われていたが、基本事項のバイ

ステックの原則やパターナリズムについて知っていれば、解くことは容易であった。 

・ 問題 105、問題 106は、面接技術に関する問題。「反射」を用いている場面がイメージできると、容

易に解くことはできたと思われる。 

・ 問題 107は、面接時の留意点に関する問題。状況に応じてどうするのかが問われる問題であり、や

や難しかったのではないだろうか。 

・ 問題 108は、社会資源の活用を問う事例問題。ソーシャルワーカーとしての関わり方が理解できて

いれば、解きやすい問題だった。 

・ 問題 109は、アウトリーチに関する問題。基本事項ですぐ解答できる問題だった。 

・ 問題 110は、ソーシャルサポートネットワークに関する問題。どのようなネットワークなのかが理

解できていれば、すぐに解けるような問題だった。 

・ 問題 111は、グループワークに関する問題。選択肢 1には注意する必要はあるが、目的を把握して

いれば、容易に解くことはできただろう。 

・ 問題 112は、自助グループに関する問題。援助者ではなくメンバー中心で進めることを把握してい

れば、自ずと答えが出てくるような問題だった。 

・ 問題 113は、スーパービジョンに関する問題。教育的機能、支持的機能、管理的機能の内容がわか

っていれば、解くことは容易であっただろう。 

・ 問題 114 は、記録に関する問題。援助過程をイメージしながら考えれば、対応は可能と思われる。

様々なシートが取り上げられていたので、やや難しい問題だった。 

・ 問題 115は、記録に関する問題。過程叙述体と圧縮叙述体の違いが把握できていたかがポイントに
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なる、やや細かい問題だった。 

・ 問題 116は、複雑困難な課題を抱えるケースに関する事例問題。ソーシャルワーカーとしての基本

的な視点があれば解くことは容易な問題だった。 

・ 問題 117、問題 118 は、実際の支援場面での対応を問う問題。クライエントの思いやニーズを受け

とめる対応が必要であることを把握していれば、解くことは難しくなかったと思われる。 

・ 全体としては、昨年と同様、毎年の頻出である相談援助のモデルやアプローチの問題が 2問出題と、

以前に比べて出題数が減少している傾向がみられた。難易度は、解きやすい問題がほとんどであった

ので、高得点が取れた方が多かったのではないかと思われる。21問中 18点以上は取得したい。 

 

■「福祉サービの組織と経営」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

社会福祉法人制度 問題 119 〇 

特定非営利活動法人制度 問題 120 〇 

その他の組織や団体 問題 121 〇 

組織に関する基礎理論 問題 122 × 

適切なサービス提供体制の確保 問題 123 △ 

働きやすい労働環境の整備 問題 124 〇 

福祉サービスの管理運営の実際 問題 125 〇 
 
・ 問題 119は、頻出の社会福祉法人に関する問題。2016年改正の内容が把握できていれば、すぐ解く

ことができる問題だった。 

・ 問題 120は、特定非営利活動法人に関する問題。誤っている点が、どれも基本事項であり、消去法

で正しい選択肢を導くような問題だった。 

・ 問題 121は、その他の法人に関する問題。医療法人については、コンスタントに出題されているの

で、社会福祉法人、特定非営利活動法人とともに押さえておきたい法人である。テキスト等でも出て

いる点が問われていたので、解きやすい問題であった。 

・ 問題 122は、組織に関する問題。選択肢 4と選択肢 5で迷われた方が多かったのではないだろうか。

細かいことが問われており、解くのが難しい問題だったと思われる。 

・ 問題 123は、「適切なサービス提供体制の確保」からの問題。あまり取り上げられないものが多かっ

たが、以前も出題されたことがある用語ばかりが問われる問題だったので、対応することはできた問

題だった。 

・ 問題 124は、人材確保や育成に関する問題。以前に出題されたことがある知識ばかりが問われてい

たので、正答できる問題だった。ハロー効果は押さえておきたい。 

・ 問題 125 は、「福祉サービス第三者評価事業」に関する問題。社会的養護施設は第三者評価を実施

することが義務づけられていることを知っていれば、すぐに解けるような問題であった。 

・ 全体としては、大項目「福祉サービスに係る組織や団体」から 3問、「福祉サービスの管理運営の方

法と実際」から 3問出題と、出題構成に偏りがみられていた。今回の試験では、新しく取り上げられ

た知識がほとんどなく、過去に出題された知識で構成されていたので、解きやすい科目だったのでは

ないかと思われる。7問中 5点以上は取得したい。 

 

■「高齢者に対する支援と介護保険制度」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

高齢者の生活実態と 

これを取り巻く社会情勢 

問題 126 × 

高齢者福祉制度の発展過程 問題 127 〇 

介護の技法 問題 128・問題 129 〇・〇 

介護と住環境 問題 130 〇 

介護保険法の概要 問題 131・問題 133 〇・△ 

サービス利用時における連携 問題 135 〇 

介護支援専門員の役割 問題 132 〇 



13 

老人福祉法の概要 問題 134 △ 

 

・ 問題 126は、高齢社会白書からの問題。細かい統計を問う問題であり、解くのは難しかった方が多

かったのではないだろうか。 

・ 問題 127 は、「高齢者保健医療福祉施策の変遷」に関する問題。定番の老人医療費支給制度のこと

を把握できていれば、容易に解くことができたであろう。 

・ 問題 128 は、介護のボディメカニクスに関する問題。「てこの原理」というキーワードから正答を

導くことができた問題だった。 

・ 問題 129は、介護に関する基本問題。事例形式で解きづらさはあるものの、得点にしたい問題であ

った。片麻痺のある方の介護の問題は、よく出題されているので、押さえておきたい点である。 

・ 問題 130は、介護と住環境に関する問題。基本的な留意点が中心で問われる問題だったので、解き

やすい問題だった。 

・ 問題 131は、介護保険の保険料に関する問題。よく出題される項目であるので、得点にしたい問題

だった。 

・ 問題 132は、介護支援専門員に関する問題。基本事項中心の問題であり、得点に結びつけたいとこ

ろである。 

・ 問題 133は、介護保険制度の要介護認定等に関する問題。細かい点を問う選択肢も多く、やや解き

づらい問題だった。 

・ 問題 134は、老人福祉法からの問題。例年 1問は、この法律から出題されることが多い。細かいこ

とを問う選択肢もあるが、基本事項で対応できる問題でもあった。 

・ 問題 135 は、専門職の連携に関する問題。C さんのニーズと専門職の役割が把握できていれば、自

ずと答えが出てくる問題だった。 

・ 全体としては、例年に比べて基本事項で得点できる解きやすい問題が多かった印象である。介護保

険法が中心の科目であるが、介護の問題も目立っていた問題構成だった。10点中 7点以上は取得した

い。 

 

■「児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

児童福祉法の概要 問題 136・問題 137 △・〇 

児童虐待防止法の概要 問題 138 〇 

母子保健法の概要 問題 139 〇 

児童手当法の概要 問題 140 〇 

保育士の役割 問題 141 〇 

児童相談所の活動の実際 問題 142 △ 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 136 は、D 相談員の対応を問う問題。ソーシャルワーカーとして、E さん夫婦や F さんが両方

ともいい方向に向かうような対応を考えると、自ずと答えが出てくるような問題であった。 

・ 問題 137は、児童福祉法に基づく児童福祉施設以外も含めて様々な施設の目的が問われるような問

題であった。母子生活支援施設の目的がわかれば容易に解ける問題であり、確実に得点にしたい問題

である。 

・ 問題 138は、児童虐待防止法に関する問題。法律の規定を把握していれば、容易に解くことができ

る問題であった。 

・ 問題 139は、母子保健法に関しての問題。2019年改正で創設された「産後ケア事業」を知っていれ

ば、すぐに解ける問題であった。 

・ 問題 140は、児童手当に関する問題。基本事項で十分対応できる問題であり、確実に得点しておき

たい問題であった。社会手当は他科目でも出る出題率が高い項目なので、確実に把握しておきたい所

である。 

・ 問題 141は、保育士に関する問題。一部細かい点が問われている部分もあるが、基本事項中心なの

で、解きやすい問題であった。 

・ 問題 142は、児童相談所に関する問題。細かい点をつく部分もあり、やや難しい問題であった。児
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童相談所の役割はよく出題されるので、しっかり押さえておきたい項目である。 

・ 全体としては、基本事項で対応できる選択肢が非常に多かったので、高得点が十分狙える問題構成

であった。今回の試験でも児童福祉法が重要な項目であった。度々改正もされているので、改正点も

含めて押さえておくことが大事である。7問中 5点以上は取得したい。 

 

■「就労支援サービス」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

雇用・就労の動向 問題 143 〇 

労働法規の概要 問題 144 △ 

障害者雇用施策の概要 問題 145 〇 

生活保護制度における 

専門職の役割 

問題 146 〇 

※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 143は、労働政策に関する問題。選択肢 5のアウトソーシング以外は、過去に「現代社会と福

祉」でも問われたことのある政策だったので、テキスト等の学習で十分対応できる問題だった。 

・ 問題 144は、「有期雇用労働者等の保護を定める労働法規」に関する問題。「パートタイム・有期雇

用労働法」は、試験でほとんど見かけない法律であるが、2018 年度から行われている「働き方改革」

の「同一労働・同一賃金」のことを、ある程度把握していれば解くことは可能だった。 

・ 問題 145は、頻出の障害者雇用促進法に基づく雇用率制度の問題。法定雇用率や「障害者のカウン

ト数」、障害者雇用納付金制度については押さえておかなければならない基本事項であり、必ず得点

にしたい問題であった。 

・ 問題 146は、福祉事務所の現業員の対応を問う事例問題。自立支援プログラム等の就労支援策を把

握していれば、適切な選択肢を選ぶことはできたのではないかと思われる。 

・ 全体としては、問題 144が見慣れない法律で難しかった方はいたと思われるが、それ以外の問題は、

基本事項で十分対応できる問題だったのではないだろうか。4問中 3点以上は取得したい。 

 

■「更生保護制度」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

保護観察 問題 147・問題 148 ×・△ 

就労支援機関・団体との連携 問題 149 〇 

医療観察制度の概要 問題 150 〇 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 147は、保護観察に関する問題。よく出てくる項目からの出題であるが、更生保護法の細かい

規定等が問われていたので、正答に悩む方も多かったのではないだろうか。難しい問題であった。 

・ 問題 148は、保護観察所の措置に関する問題。保護観察所の事務なのか、地方更生保護委員会の事

務なのかの区別ができているかもポイントとなるような、やや解きづらい問題であった。 

・ 問題 149は、就労支援に関わる機関・団体に関する問題。ハローワークの役割を把握できているか

がポイントであった。出題率は低い項目であるが、過去にも出題はされたこともあるので、得点でき

た方も多かったと思われる。 

・ 問題 150は、医療観察制度の問題。どの選択肢も基本事項なので、容易に解くことができる問題で

あった。 

・ 全体としては、出題率の高い保護観察関連の問題難易度が高めになっていたので、解きづらさを感

じる方は多かったのではないかと思われる。例年よく出題される保護観察官・保護司に関しての問題

は、昨年に引き続いて今回もほとんど取り上げられなかった。また、少年法が 2021 年に改正されて

いたので、特定少年が取り上げられると思っていたが、今回は出題されなかった。次年度以降は押さ

えておきたい。4点中 2点以上は取得したい科目であった。 
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３）精神保健福祉士専門科目 

  

事例問題 

 34 問出題。例年と同程度で事例問題が出題されていた。今後も 30～35 問位の出題数として考えてお

いてよいであろう。社会福祉士との違いは、長文の事例問題が出題されてくるため、集中して文章を読

まないと簡単な問題も落としてしまう可能性がある。過去問等の実際の問題を何度も解いて慣れていた

方は、特に問題なく解くことができたであろう。 

 

〔各科目の特徴〕 
■「精神疾患とその治療」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

精神医学、医療の歴史と現状 問題 1 〇 

代表的な疾患 問題 2・問題 3・問題 4 △・〇・△ 

精神症状と状態像 問題 5・問題 6 △・△ 

身体的検査と心理的検査 問題 7 〇 

精神療法 問題 8 〇 

精神科治療と入院形態 問題 10 〇 

再発予防のための支援 問題 9 〇 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 今年は「代表的な疾患」と「精神症状と状態像」が混ざっているような出題が多く見られていた（問

題 2、問題 3、問題 4・問題 5、問題 6）。 

・ 問題 2、問題 4、問題 5、問題 6に、やや解きづらさがあったので△をつけたが、それぞれの問題の

基本的な知識をある程度把握していれば、直接的に知らない知識だったとしても、どの問題も正答に

導けたのではないかと思われる。 

・ 問題 9は、出題率の低い「再発予防のための支援」の項目からの問題であったが、患者に対する基

本的な支援が把握できていれば容易に解けたのではないだろうか。 

・ 問題 10 は、毎年出題されている入院形態のことが事例形式で問われていた。入院形態は、他の科

目でも出題される頻出事項であり、確実に押さえておきたい問題であった。 

・ 全体として、解きやすい問題が多い構成であった。10点中 6点以上は取得したい。 

 

■「精神保健の課題と支援」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

ライフサイクルと精神の健康 問題 11 〇 

ストレスと精神の健康 問題 12 △ 

グリーフケア 問題 13 〇 

現代日本の学校教育と 

生徒児童の特徴 

問題 14 △ 

職場内の問題を解決するための

機関及び関係法規 

問題 15 〇 

災害時の精神保健に対する対策 問題 16 〇 

アルコール問題に対する対策 問題 17 × 

施設コンフリクト 問題 18 〇 

学会や啓発団体 問題 19 〇 

ＷＨＯなどの国際機関の活動 問題 20 △ 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 11や問題 13は、「同一性（アイデンティティ）」や「グリーフケア」というキーワードで、す

ぐに正答がわかるような容易な問題であった。また、問題 16や問題 18も、すぐにＤＰＡＴ、施設コ

ンフリクトとわかるような基本事項を問う問題であった。 
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・ 問題 12は「ポピュレーションアプローチ」等といった見慣れない用語が出題されていたが、他の選

択肢が誤っているということがわかり、消去法で正答に導けた方もいたのではないだろうか。 

・ 問題 14は、教育委員会が設置する機関が問われていたので、知らない方も多かったと思われるが、

この問題も他の選択肢が明らかに違うので、消去法で「教育支援センター」を選んだ方が多かったの

ではないかと思われる。 

・ 問題 15 は労働関係法規の基本事項が問われる問題であった。パワーハラスメント防止のための措

置が規定されている法律（労働施策総合推進法）は、是非押さえておきたい。 

・ 問題 17 は、第 2 期アルコール健康障害対策基本計画の内容を問う問題であったので、知らない方

も多く、解きづらい問題であったものと思われる。 

・ 問題 19は、ほとんど見かけない「日本いのちの電話」からの出題であったが、実施することを問う

基本的な問題であったので容易に解けたのではないだろうか。 

・ 問題 20は「ＷＨＯの手引き」からの出題。今まで取り扱わたことがない項目なので、戸惑った方も

多かったと思われるが、選択肢の構成から正答を導けた方も多かったのではないだろうか。 

・ 全体としては、例年同様、出題項目が多岐に渡るような構成であったが、例年よりも解きやすい問

題が多かった。10問中 6点以上は取得したい。 

 

■「精神保健福祉相談援助の基盤」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

精神保健福祉士法 問題 21 〇 

社会福祉士及び介護福祉士法 問題 22 △ 

ソーシャルワークに係る 

各種の定義 

問題 24 〇 

相談援助の理念 問題 25 〇 

相談援助の対象及び 

相談援助の基本的考え方 

問題 23・問題 26・問題 30 

問題 32・問題 33・問題 35 

△・〇・× 

△・〇・× 

福祉行政・関連行政機関等に 

おける専門職 

問題 27 〇 

相談援助における 

権利擁護の概念と範囲 

問題 28 × 

総合的かつ包括的な援助の 

意義と内容 

問題 34 〇 

多職種連携の意義と内容 問題 29・問題 31 △・△ 
※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 21は、「精神保健福祉士法」の精神保健福祉士の義務等の基本事項からの出題。必ず押さえな

ければならない問題である。 

・ 問題 22は、珍しく「社会福祉士及び介護福祉士法」から出題されていた。制定の背景が問われてい

たため、解きづらさを感じる方もいたかもしれない。 

・ 問題 23は、ソーシャルワーカーの機能を問う問題。コーディネーターは、意外と試験で取り扱われ

ていないので、戸惑った方もいたのではないだろうか。 

・ 問題 24 は、久しぶりに「ソーシャルワーク専門職のグローバル定義」からの出題。社会福祉士で

は非常によく出題されているが、精神保健福祉士でも出題されることがあるので押さえておきたい項

目である。 

・ 問題 25は、相談援助の理念からの問題。「ソーシャルイクオリティ」等、見慣れない用語も出てい

たが、ノーマライゼーションの意味を把握していれば容易に解くことができた問題であった。 

・ 問題 26は、「精神保健福祉の理論と相談援助の展開」で問われるような相談援助のインテークに関

する基本事項の問題であった。必ず得点に結びつけたい。 

・ 問題 27 は、精神科医療機関の専門職を問う問題。作業療法士の役割がわかれば、すぐに解ける問

題であった。 

・ 問題 28は、アドボカシーの発見機能を問う問題。機能の説明が選択肢なので、解きづらい問題だっ

たのではないだろうか。 
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・ 問題 29は、連携先の機関を問う事例問題。「ひきこもり地域支援センター」のことを把握していれ

ば容易に解けた問題ではあったが、他科目で学ぶ知識なので、やや解きづらさを感じる方もいたので

はないだろうか。 

・ 問題 30・問題 31・問題 32の長文事例問題は、出題率が低い点が問われ、応用的な出題の仕方だっ

たので、正答を導くのは難しかったのではないかと思われる。 

・ 問題 33 は、ソーシャルワーカーの対応方法を問う基本的な問題。容易に解くことができる問題で

あった。 

・ 問題 34は、当事者の活動（ピアサポート）を把握できていれば、正答を導くことは容易な問題であ

った。 

・ 問題 35は、「コ・プロダクション」や「コンピテンス」といった見慣れない用語が選択肢に入って

おり、はっきりと正答を判断することが難しい問題であった。 

・ 全体としては、昨年と同様「保健、医療、福祉等の各分野における相談援助の対象及び相談援助の

基本的考え方」からの出題が圧倒的に多かった。また、インテーク等、「精神保健福祉の理論と相談援

助の展開」で出題されるような知識もいくつか取り上げられていた。科目ごとで考えるのではなく、

科目を横断しながら理解を深めることも大事である。 

・ 例年に比べて解きづらい問題が多かったので、思ったよりも得点が伸びなかった人も多かったので

はないかと思われる。15点中 7点以上は取得しておきたい。 

 

■「精神保健福祉の理論と相談援助の展開」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

諸外国の精神保健医療福祉の 

歴史と動向 

問題 36 〇 

精神障害者支援の理念 問題 37 〇 

精神障害者の人権と尊厳 問題 38 〇 

代表的な実践モデル 問題 40 〇 

支援の計画 

（プランニング） 

問題 39 △ 

経過観察 

（モニタリング） 

問題 42 〇 

面接を効果的に行う方法 問題 44・問題 52・問題 58 〇・〇・〇 

個別支援の実際と事例分析 問題 49・問題 50・問題 51 

問題 53・問題 54 

△・〇・〇 

〇・△ 

集団を活用した支援の 

実際と事例分析 

問題 43・問題 60 △・〇 

スーパービジョンの 

意義、方法、展開 

問題 45 〇 

精神保健福祉士の役割と 

多職種との連携 

問題 46 △ 

地域を基盤にした支援の 

具体的展開 

問題 47・問題 55・問題 56 

問題 57 

△・△・× 

× 

ケアマネジメントの意義と方法 問題 48 〇 

家族支援の方法 問題 59 〇 

地域を基盤にした 

支援の概念と基本的性格 

問題 41 〇 

※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 36は、「クラブハウスモデル」のことを把握していれば容易に解ける問題であった。他の選択   

肢が他国についてのことなので、消去法で正答を判断することもできた。 

・ 問題 37は「エンパワメント」についての基本問題。相談援助において重要な用語なので、必ず押さ

えておきたい。 

・ 問題 38 は、「インフォームドコンセント」と「アドヒアランス」で迷った方もいたかもしれない。
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患者が積極的に主体となって取り組むアドヒアランスの概念が、精神医療の分野でも浸透してきてい

るので、今後も押さえておきたい用語である。 

・ 問題 39 は、支援過程のプランニングに関する問題であるが、選択肢からはっきりと正答がわから

ないような構成だったため、解きづらい問題であった。一方、問題 42 のモニタリングに関しての問

題は、展開過程の基本事項を問う容易な問題であった。 

・ 問題 40は、「解決志向アプローチ」に関する基本問題。近年モデルやアプローチに関する問題もよ

く出ているので、押さえておきたい項目である。 

・ 問題 41 は、地域アセスメントに関しての問題であるが、アセスメントで行うことを把握していれ

ば容易に解くことができた問題であった。 

・ 問題 43は、グループワークに関しての問題。正答を導くためには、グループワークの特性をはっき

り押さえておく必要がある、やや迷う問題であった。 

・ 問題 44、問題 58 は、面接技法に関しての問題。見慣れない用語も選択肢に出ていたが、リフレー

ミングや動機づけ面接のことを知っていれば容易に解くことはできたであろう。 

・ 問題 45は、スーパービジョンに関しての問題が３年ぶりに出題。３つの機能を把握していれば、適

切な対応方法は容易に判断することができたであろう。 

・ 問題 46 は、地域移行に関しての問題。つなげる先のサービス内容等も把握することが求められて

いるような問題のため、やや解きづらいと感じた方もいたかもしれない。 

・ 問題 47は、民生委員研修の内容を問う変則的な問題であった。問題文の「生活上の困りごとを理解

する」という部分が捉えられていれば正答に導くことはできたであろう。問題文をよく読むことは大

事なことである。 

・ 問題 48は、ケアマネジメントの問題。参考書やテキスト等で、基本事項を把握していれば容易に解

くことができたであろう。 

・ 問題 49～問題 51は、個別支援の事例問題。対応を問う解きやすい問題であった。 

・ 問題 52～問題 54 も、主に個別支援の事例問題。問題 53 と問題 54 は、対応方法に悩む選択肢があ

り、解きづらい問題であった。 

・ 問題 55～問題 57 は、地域を基盤にした支援の事例問題。ＰＥＲＴ法やコミュニティビジネス等、

見慣れない用語等もあり、全体的に解くのが難しかったと感じる人が多かったのではないだろうか。 

・ 問題 59、問題 60は、自助グループに関する問題。問題 59ではアルコール依存症者の家族の自助グ

ループを把握しておく必要があった。 

・ 全体として、以前はよく出題されていた「精神科リハビリテーション」に関する問題が少なくなっ

ている印象であった。 

・ 全体を通して、精神保健福祉士としての対応を問うような問題が多く、基本事項を問う問題がほと

んどだったので、高得点を取れた方も多かったことと思われる。基本事項を押さえておくことが重要

であると改めて感じさせるような問題構成であった。25点中 16点以上は取りたい。 

 

■「精神保健福祉に関する制度とサービス」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

精神保健福祉法 問題 61・問題 70 〇・〇 

障害者基本法と 

精神障害者施策との関わり 

問題 62 △ 

障害者総合支援法における精神

障害者の福祉サービスの実際 

問題 72 〇 

医療保険制度の意義と内容 問題 71 〇 

介護保険制度の意義と内容 問題 63 △ 

経済的支援に関する 

制度の意義と内容 

問題 64 △ 

更生保護制度とその担い手 問題 65 × 

鑑定入院 問題 66 △ 

精神保健参与員の役割と実際 問題 67 〇 

社会調査における倫理 問題 68 × 

質的調査の活用と方法 問題 69 〇 
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※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 61は、例年よく出題される「精神保健福祉法」からの基本問題。確実に点数に結びつけたい問

題である。 

・ 問題 62は、障害者基本法の改正点が問われていた問題。選択肢２の「法の制定当初から」という点

に気づけるか否かがポイントとなる問題であった。 

・ 問題 63 は、精神保健福祉士専門科目ではほとんど出題されない介護保険制度の問題であった。基

本事項の問題ではあり、社会福祉士を取得している方は容易に解くことができる問題であったが、精

神保健福祉士受験生は触れていない可能性も高いので、難しかったかもしれない。 

・ 問題 64は、生活保護制度に関する問題。共通科目でしっかり学ぶ項目であるが、細かい点を問う問

題だったので、解きづらかった方も多かったのではないだろうか。 

・ 問題 65は、更生保護制度に関する問題。更生緊急保護は、精神保健福祉士専門科目ではほとんど取

り扱われず、問われていることも細かいので、難しい問題であった。 

・ 問題 66は、医療観察制度の鑑定入院に関する問題。基本事項を問う問題ではあるが、鑑定入院があ

まり問われる項目ではないので、解きづらかった方も多かったかもしれない。 

・ 問題 67は、精神保健参与員に関する問題。選択肢の問い方に戸惑うような点はあったが、得点に結

びつけたい問題であった。 

・ 問題 68は、精神保健福祉士専門科目では、ほぼ出題されていない「社会調査における倫理」からの

問題。「オプトアウト」も個人情報保護法に触れてなければ馴染みがないので、解きづらかった方が多

かったのではないだろうか。 

・ 問題 69 は、社会調査の質的調査に関しての問題。グラウンデッド・セオリーアプローチを知って

いれば、容易に解くことができた問題であった。 

・ 問題 70 は、頻出の精神保健福祉法に基づく入院制度に関する問題。基本事項であるので必ず押さ

えておきたい。 

・ 問題 71は、医療保険のサービスに関する問題。傷病手当金を把握していれば、容易に解くことがで

きた問題だった。 

・ 問題 72 は、障害者総合支援法からの問題。問題の問い方が機関の名称ではなく、何に基づく機関

なのかが問われているので、若干難易度は上がっているが、基本事項ではあるので得点に結びつけた

い問題であった。 

・ 全体として、今回の試験では、基本事項中心ではあるものの、出題率の低い項目から多く問題が出

題されていたので、戸惑った方も多くいたのではないだろうか。逆に例年何問も出題される障害者総

合支援法からの問題は控えめとなっていた。ただ、障害者総合支援法については、共通科目の「障害

者に対する支援と障害者自立支援制度」でも出題され、専門科目の他科目でもよく取り上げられるの

で、障害者総合支援法のサービスを中心に今後も確実に把握しておくとよいであろう。12問中 6点以

上は取得したい。 

 

■「精神障害者の生活支援システム」 

出題された項目 

出題項目（中項目） 問題 難易度※ 

地域生活における 

精神障害者の人権 

問題 73 〇 

居住支援制度の概要 問題 74・問題 75 △・〇 

就労支援制度の概要 問題 76・問題 78・問題 79 

問題 80 

△・〇・〇 

〇 

都道府県、保健所、精神保健福

祉センター等における精神保健

福祉士の機能と役割 

問題 77 △ 

※ 難易度は、〇が解きやすい、△がやや解きづらい、×が難しいとしています。一つの参考にして下さい。 

 

・ 問題 73 は、「障害者差別解消法」に関する基本問題。この法律は、共通科目でも出題されるので、

基本事項は必ず押さえておきたい。 

・ 問題 74は、障害者総合支援法の市町村地域支援事業で行う「住宅入居等支援事業」からの問題。や

や細かい点を問う問題だった。 
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・ 問題 75 は、障害者総合支援法の自立生活援助のサービス内容を問う問題。必ず押さえないといけ

ない基本事項の問題であった。 

・ 問題 76 は、「障害者短時間トライアル雇用奨励金」に関する問題。基本事項を問う問題であるが、

出題率が低い項目なので、難しいと感じた方もいたであろう。 

・ 問題 77 は、保健所に関しての問題。精神保健福祉センター等、他の機関との役割の違いを押さえ

ていたかが求められる問題であった。 

・ 問題 78、問題 79、問題 80は、障害者総合支援法の障害福祉サービスに関する問題。就労移行支援

と就労継続支援は頻出なので、違いをしっかり押さえておきたい。また、2018年度から新設された就

労定着支援も把握しておきたいサービスである。 

・ 全体として、障害者総合支援法からの問題が、8 問中 5 問もあった。昨年の試験に引き続いて精神

保健福祉士の専門科目でも障害者総合支援法は、とても出題率が高い法律だということが再確認でき

るような問題構成であった。一部細かい所を問うような問題もあったが、ほとんどは基本事項で対応

できる問題であった。8点中 5点以上は正解したい。 

 

 

 

 

 

 


